
先人記念館アーカイブ 

令和 5 年度 館長講話 

「米内光政と天皇の硯箱」 

 令和５年７月３日、顕彰先人のひとり米内光政について、館長講話が行われました。３０名の参

加者はみな、熱心に聞き入っておられました。主な内容は次の通りです。 

 

 温厚でおおらかな人間的な魅力と、広い見聞や指導力を兼ね備えた米内光政が、国家の危

機に立ち向かったことの根底は「至誠一貫」という信念があったことが話されました。 

参加されたみなさんの感想にも「米内光政さんがどんな厳しい決断をしたのか、戦時中の

働きについて初めて分かった」「二度と戦争を起こさないためにもみんなに学んでもらいた

い」といったことが多くつづられていました。          （文責 副館長） 


